
平成13年11月１日 り　ん　せ　い 第　360　号

－1－

お　　か　　や　　ま

W 360．  2001．11．  1

目　　　　　次

○事業等の紹介　…………………………　２

○普及最新情報（林業経営）……………　４

○シリーズ地域の木材利用施設…………　５

○普及指導最前線　………………………　６

○“樹”……………………………………　７

○森林レクリエーション施設の紹介　…　８

○お知らせ　………………………………　９

○林産物市況等　…………………………　10

地域の木材利用施設「駒の尾山登山口休憩施設」（西粟倉村）



平成13年11月１日 り　ん　せ　い 第　360　号

－2－

緊
急
間
伐
総
合
対
策
の

実
施
状
況
等
に
つ
い
て

　
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
す
る
森
林
を

次
の
世
代
に
引
継
ぐ
た
め
に
は
、
森
林

の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
と
森
林
・

木
材
資
源
の
循
環
利
用
の
促
進
を
図
る

な
ど
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
推
進
が

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

健
全
で
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
す
る
森

林
を
育
成
す
る
た
め
に
間
伐
の
重
点
的

な
実
施
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
平
成
十
二
年
七

月
に
「
岡
山
県
緊
急
間
伐
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
間
伐
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

－ 2 －

一
　
実
施
状
況

　
こ
の
計
画
で
は
、
五
カ
年
間
で
四

二
、
六
〇
〇
㌶
の
間
伐
と
三
三
〇
、
一

〇
〇
立
方
㍍
の
間
伐
材
利
用
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
二
年
度
に

お
い
て
は
、
間
伐
八
、
四
〇
〇
㌶
、
間

伐
材
利
用
六
二
、
一
〇
〇
立
方
㍍
の
計

画
に
対
し
、
実
施
は
七
、
九
〇
一
㌶
の

間
伐
と
五
二
、
五
四
二
立
方
㍍
の
間
伐

材
利
用
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
九
四
㌫

と
八
五
㌫
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
を
達
成
す
る
た
め

振
興
局
に
お
け
る
「
緊
急
間
伐
推
進
本

部
」
や
市
町
村
に
お
け
る
「
市
町
村
協

議
会
」
の
設
置
な
ど
間
伐
推
進
体
制
が

整
備
さ
れ
、
ま
た
、
間
伐
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
、
間
伐
推
進
員
の
活
動
、

モ
デ
ル
林
の
設
置
や
間
伐
講
習
会
の
実

施
な
ど
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
平
成
十
二
年
度
の
主
な
取
り
組
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。

間
伐
推
進
本
部
等
の
設
置
　
五
振
興
局

三
〇
市
町
村

間
伐
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置
　
七
振
興
局

三
一
市
町
村

間
伐
推
進
員
設
置
　
　
　
三
〇
市
町
村

一
六
九
名

二
七
森
林
組
合

四
六
名

間
伐
モ
デ
ル
林
設
置
　
　
二
五
市
町
村

間
伐
講
習
会
　
　
　
　
　
　
八
振
興
局

一
九
市
町
村

（
参
加
者
）
九
二
七
名

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
伐
　
　
　
三
振
興
局

七
市
町
村

（
参
加
者
）
五
九
六
名

　
助
成
措
置
と
し
て
は
、
平
成
十
二
年

度
に
造
林
補
助
事
業
に
お
い
て
補
助
率

が
七
二
㌫
の
特
定
間
伐
の
制
度
が
設
け

ら
れ
、
さ
ら
に
一
〇
市
町
村
で
は
、
市

町
村
単
独
で
の
補
助
あ
る
い
は
嵩
上
げ

の
措
置
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

二
　
平
成
十
三
年
度
の
実
施
に
つ
い
て

　
平
成
十
三
年
度
は
、
間
伐
八
、
五
五

〇
㌶
、
間
伐
材
利
用
六
四
、
七
〇
〇
立

方
㍍
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
造
林
補
助
事

業
で
行
う
間
伐
に
つ
い
て
、
市
町
村
が

県
と
同
額
以
上
補
助
す
る
場
合
に
は
、

県
が
最
高
四.

五
㌫
の
嵩
上
補
助
す
る

（
県
と
市
町
村
で
九
㌫
の
助
成
）
「
緊

急
間
伐
促
進
事
業
」
を
新
設
し
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
ら
補
助
制
度
を
活
用
し
、

積
極
的
な
間
伐
の
実
施
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
間
伐
作
業
は
大
変
危
険
で
す

の
で
安
全
に
は
十
分
注
意
し
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
間
伐
の
補
助
制
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
振
興
局
森
林
課
、
市
町
村

役
場
、
森
林
組
合
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

（
治
山
課
　
造
林
係
）

ボランティアによる間伐

適正に間伐された山

間伐の行われていない山
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暫
定
発
動
の
内
容

　
暫
定
発
動
の
期
間
中
、
輸
入
業
者
に

対
し
て
現
行
の
関
税
、
四.

三
パ
ー
セ

ン
ト
で
輸
入
で
き
る
量
を
八
、
〇
〇
三

㌧
と
定
め
、
そ
れ
を
越
え
た
も
の
に
つ

い
て
は
一
㌔
㌘
当
た
り
六
三
五
円
の
従

量
税
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
現
行
の
関
税
で
輸
入
で
き
る
量
は
各

輸
入
業
者
ご
と
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
全
体
の
輸
入
量
が
八
、
〇

〇
三
㌧
に
達
し
て
い
な
く
て
も
、
割
り

当
て
ら
れ
た
輸
入
枠
を
越
え
た
業
者
に

つ
い
て
は
高
関
税
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
暫
定
発
動
後
の
状
況

　
暫
定
発
動
の
結
果
、
平
成
十
三
年
五

月
か
ら
八
月
末
ま
で
の
生
し
い
た
け
の

輸
入
量
は
前
年
の
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
九
月
の
東
京
都
中
央
卸
売
市

場
で
の
輸
入
生
し
い
た
け
の
価
格
に
つ

い
て
は
前
年
の
一
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
九
月
の
国
産
生
し
い

た
け
の
生
産
者
価
格
は
前
年
度
の
九
四

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　
輸
入
量
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
国
産
品
の
価
格
に
は
現
在
の
と

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

SSSSSSSSSSSSSS

SSSSSSSSSSSSSS

　
暫
定
発
動
前
の
状
況

　
生
し
い
た
け
の
輸
入
量
は
平
成
十
二

年
に
は
四
二
、
〇
五
七
㌧
あ
り
、
前
年

の
一
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
急
増
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
国
産
生
し
い
た
け
は

出
荷
量
、
価
格
と
も
に
低
下
し
、
生
産

者
の
所
得
も
前
年
の
六
四
パ
ー
セ
ン
ト

に
落
ち
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
輸
入
量
の
急

増
が
、
国
内
生
産
者
等
に
重
大
な
損
害

を
与
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
セ
ー
フ

ガ
ー
ド
が
暫
定
発
動
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

    

生
し
い
た
け
の
セ
ー
フ

              

ガ
ー
ド
に
つ
い
て

　
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
は

　
平
成
十
三
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
生

し
い
た
け
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
が
暫
定
発

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
は
、
輸
入
急
増
に
よ

る
国
内
産
業
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
た
め

に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
構
）
協
定
で

定
め
ら
れ
て
い
る
緊
急
輸
入
制
限
措
置

で
、
四
年
間
を
限
度
に
、
関
税
引
き
上

げ
や
輸
入
制
限
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
本
来
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
に

は
、
利
害
関
係
国
と
の
協
議
、
審
議
会

へ
の
諮
問
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
通
知
等
、
多

く
の
手
続
と
時
間
が
必
要
で
す
が
、
対

策
が
遅
れ
れ
ば
回
復
し
難
い
損
害
を
与

え
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
場
合
に
限

り
、
事
前
の
協
議
を
行
う
こ
と
な
く
暫

定
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　
暫
定
措
置
の
期
間
は
二
〇
〇
日
以
内

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
本
発
動

に
移
行
し
た
場
合
、
暫
定
発
動
の
開
始

日
か
ら
四
年
間
、
輸
入
制
限
措
置
を
と

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
（
延
長
し
た
場

合
は
通
算
八
年
以
内
）

こ
ろ
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
状
態
で

す
。

　
生
産
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
は
、
あ
く
ま
で
も
貿

易
の
自
由
化
を
進
め
る
た
め
の
一
時
的

な
緊
急
避
難
的
措
置
で
あ
り
、
国
際
競

争
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
時
間
を
確

保
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
生
産
者
自
ら
が
計
画
的

に
生
産
体
制
の
強
化
を
図
り
、
低
コ
ス

ト
化
や
、
流
通
の
合
理
化
を
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
林
政
課
林
業
振
興
係
）

�

�

平成 ８ 年


平成 ９ 年


平成 10 年 


平成 11 年 


平成 12 年 


輸　入　量


（トン）


24,394


26,928


31,396


31,628


42,057

国内平均価格


（円／㎏）


1,079


1,041


980


949


915

資料：財務省「貿易統計」及び政府調査による


生しいたけ輸入量と国内平均価格の推移�
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【
持
続
的
な
森
林
経
営
】

　
最
近
、
「
持
続
的
な
森
林
経
営
」

（Sustainab1e  Forest  M
anagem

ent

）

と
い
う
言
葉
を
よ
く
新
聞
や
林
業
情
報

雑
誌
で
目
に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
森
林
に
対
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
す
る
中
、
林
政
改
革
大
綱
で
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ

れ
て
き
た
森
林
資
源
を
、
森
林
の
健
全

性
と
活
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
森
林
利

用
・
保
全
の
両
立
を
図
り
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ

て
い
く
森
林
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
間
伐
の
緊
急
的
・
計
画

的
な
実
施
及
び
抜
き
伐
り
を
繰
り
返

し
、
徐
々
に
更
新
を
行
う
非
皆
伐
施
業

な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
間
伐
木
等
を
搬
出
し
、
循
環
資

源
と
し
て
利
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
現
在
の
低
迷
す
る
木
材
市

況
の
中
で
は
、
間
伐
の
必
要
性
は
認
識

さ
れ
て
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
収
支
に

な
る
か
判
ら
ず
、
実
施
に
つ
い
て
躊
躇

さ
れ
て
い
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
素
材
生
産
を
行
う

前
に
利
用
材
積
、
経
費
を
算
出
し
、
生

産
性
や
収
益
性
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ソ

コ
ン
で
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

『
立
木
評
価
シ
ス
テ
ム
』

　
こ
れ
は
平
成
一
〇
年
度
に
岡
山
県
が

作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
森
林
資
源
が
確
実
に
充
実
し
て
き
て

い
る
中
、
収
入
間
伐
が
可
能
と
思
わ
れ

る
森
林
が
放
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
伐

採
・
搬
出
経
費
、
生
産
額
を
予
測
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
収
入
間
伐
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
作
成
し
た
も

の
で
す
。

　
作
業
手
順
は
、
ま
ず
素
材
市
況
か
ら

各
径
級
・
長
さ
に
対
応
す
る
素
材
価
格

を
把
握
し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
、
現
地

に
お
い
て
は
標
準
地
調
査
・
伐
採
木
の

選
定
を
行
い
、
把
握
し
て
い
る
素
材
価

格
を
基
に
、
伐
採
木
が
最
も
有
利
と
な

る
採
材
を
予
測
し
生
産
額
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
林
内
作
業
車
か
ら
高
性
能
林

業
機
械
ま
で
の
伐
採
・
搬
出
コ
ス
ト
計

算
に
つ
い
て
は
、
各
作
業
工
程
で
の
使

用
機
械
・
能
力
・
作
業
条
件
に
対
す
る

生
産
性
を
表
か
ら
読
み
と
り
労
務
費
、

機
械
経
費
を
算
出
し
、
間
接
経
費
、
市

場
手
数
料
等
を
合
わ
せ
生
産
経
費
を
予

測
し
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
立
木
評
価
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、「
立
木
評
価
の
手
引
き
」と
し

て
関
係
機
関
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
他
県
に
お
い
て
も
収
入
間
伐
の
推

進
、
長
伐
期
施
業
に
対
応
す
る
た
め
の

収
益
性
等
算
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
収
穫
予

測
シ
ス
テ
ム
の
作
成
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

『
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
Ｍ
Ｆ
』

　
こ
れ
は
鹿
児
島
県
で
平
成
十
二
年
度

に
作
成
さ
れ
た
、
林
内
作
業
車
に
よ
る

収
入
間
伐
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
木
寄

せ
距
離
と
作
業
路
の
開
設
経
費
と
の
収

益
比
較
、
ま
た
林
分
を
最
多
で
四
区
分

に
分
割
し
収
益
試
算
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
所
有
者
別
、
作
業
条
件
別
、
樹
種

別
等
に
分
け
て
の
試
算
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
点
で
す
。

　
併
せ
て
、
毎
木
調
査
等
を
実
施
し
て

い
な
く
て
も
収
穫
標
準
木
か
ら
間
伐
前

密
度
・
収
量
比
数
の
推
定
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
間
伐
後
の
収
量
比
数
を

設
定
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
伐

本
数
・
材
積
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

『
ス
ギ
及
び
ヒ
ノ
キ
人
工
林
シ
ス
テ
ム

収
穫
表
』

　
こ
れ
は
静
岡
県
で
平
成
一
〇
年
度
に

作
成
さ
れ
た
長
伐
期
施
業
に
対
応
す
る

収
穫
予
想
シ
ス
テ
ム
で
、
林
齢
二
〇
〇

年
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
五
年
毎

の
任
意
な
間
伐
回
数
、
間
伐
率
で
収
穫

量
を
予
測
し
ま
す
。

　
従
来
の
収
穫
表
で
扱
え
な
か
っ
た
直

径
階
別
の
本
数
・
樹
高
・
材
積
な
ど
の
直

径
分
布
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
大
き

な
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、経
営
方
針
や

生
産
目
標
に
沿
っ
た
施
業
管
理
指
標
が

得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。　（

林
業
専
門
技
術
員
　
木
村
淳
二
）

普
及
最
新
情
報�

－ 4 －
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シ
リ
ー
ズ
地
域
の
木
材
利
用
施
設�
EEEEEE

EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
E EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE

地
域
の
木
材
を
利
用
す
る
丸
棒
加
工
施

設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
間
伐
材
に
よ

る
各
種
施
設
等
の
施
工
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
地
域
の
木
材
利
用
施
設
と
し
て
、
平

成
十
二
年
度
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業

に
よ
り
、
林
道
ダ
ル
ガ
峰
線
沿
い
に
休

憩
施
設
、
広
場
整
備
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
休
憩
施
設
は
大
断
面
集
成
材
構
造
を

有
し
て
お
り
、
ト
イ
レ
は
丸
棒
加
工
材

を
使
用
し
た
大
型
の
木
材
利
用
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
休
憩
施
設
の
床
や
広
場
の
歩

道
に
は
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ

ク
を
使
用
し
て
お
り
、
木
材
の
絨
毯
の

様
な
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。

　
他
に
も
広
場
の
各
所
に
、
木
柵
工
や

階
段
工
と
い
っ
た
工
法
を
採
用
し
、
木

の
温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
周
辺
区
域
に
は
平
成

十
一
年
度
よ
り
森
林
空
間
総
合
整
備
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
森
林
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
遊
歩
道
に
は
木
橋
や

階
段
工
、
木
柵
工
等
の
地
元
の
間
伐
材

を
使
用
し
た
工
法
を
採
用
し
、
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
区
域
は
展
望
、
景
観
も
優
れ
て
お

り
、
休
憩
施
設
は
駒
の
尾
山
（
一
、
二

八
〇
㍍
）
の
登
山
口
に
整
備
さ
れ
い
る

こ
と
か
ら
、
訪
れ
る
人
も
多
く
、
登
山

者
等
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
一
度
、
「
木
に
こ
だ

「
駒
の
尾
山
登
山
口
休
憩
施
設
」

　
岡
山
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
西
粟

倉
村
は
、
県
下
一
の
林
野
率
（
九
五

㌫
）
、
人
工
林
率
（
八
四
㌫
）
を
誇
る

森
林
・
林
業
の
村
で
す
。
西
粟
倉
村
は

今
年
九
月
、
「
西
粟
倉
村
二
十
一
世
紀

森
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
し
、
森
林
の

持
つ
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
各

種
の
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
の
木
材
を
積
極
的
に
利
用
し
、
村
内

各
所
に
木
に
こ
だ
わ
っ
た
施
設
等
の
整

備
を
行
い
、
「
木
の
村
　
西
粟
倉
村
」

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
粟
倉
村
森
林
組
合
に
は
、

わ
っ
た
村
　
西
粟
倉
村
」
を
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

※
西
粟
倉
村
　
産
業
建
設
課

　
℡
（
〇
八
六
八
）
七
九
│
二
一
一
一

　H
P  http://w

w
w

.vill

　
　
　.nishiaw

akura.okayam
a.jp/

※
西
粟
倉
村
森
林
組
合

　
℡
（
〇
八
六
八
）
七
九
│
二
三
二
六

　H
P  http://w

w
w

5.ocn.jp/

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　~

shinrin/

AG

（
勝
英
普
及
指
導
区
　
　 

坂
前
清
治
）

休憩施設と広場

休憩施設の内部

休憩施設と歩道
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森
林
・
林
業
教
育
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

久
米
普
及
指
導
区

一
　
は
じ
め
に

　
当
普
及
指
導
区
で
は
、
平
成
十
四
年

度
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
教
育
課
程
に
お

け
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
着

目
し
、
森
林
・
林
業
教
育
の
推
進
に
重

点
を
置
い
た
活
動
を
平
成
十
一
年
度
か

ら
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
久
米

町
立
秀
実
小
学
校
で
行
っ
た
樹
木
学
習

「
こ
の
木
な
ん
の
木
・
パ
ー
ト
２
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二
　
内
　
容

　
平
成
十
三
年
六
月
十
八
日
、
全
校
児

童
一
四
〇
名
が
十
六
班
に
分
か
れ
て
校

庭
内
の
樹
木
四
二
種
類
の
う
ち
、
十
六

種
に
つ
い
て
樹
木
名
や
木
の
特
徴
を
学

習
し
ま
し
た
。

　
事
前
に
林
業
改
良
指
導
員
が
校
庭
内

の
樹
木
調
査
を
行
い
、
資
料
を
配
布

し
、
当
日
は
各
ポ
イ
ン
ト
に
分
か
れ
て

樹
木
名
の
ヒ
ン
ト
や
特
徴
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
な
が
ら
正
解
に
導
く
よ
う
学
習
会

を
進
め
ま
し
た
。

－ 6 －

　
普
及
指
導
最
前
線

　
児
童
か
ら
は
、
質
問
や
意
見
が
活
発

に
出
さ
れ
、
樹
木
名
を
覚
え
よ
う
と
す

る
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
樹
木
学
習
会
は
、
林
業

改
良
指
導
員
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
学
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
て
い
た
だ
き
学

校
主
導
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
児
童
の
中

に
は
前
日
に
家
族
と
と
も
に
樹
木
名
を

調
べ
て
い
る
子
や
自
主
的
に
樹
木
図
鑑

で
調
べ
て
い
る
子
も
お
り
、
こ
の
取
り

組
み
の
成
果
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

三
　
今
後
の
取
り
組
み

　
同
校
で
は
、
十
一
月
八
日
、
「
久
米

南
美
し
い
森
」
に
お
い
て
体
験
学
習
を

計
画
し
て
お
り
、
今
後
も
森
林
・
林
業

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
教
育
機
関

に
お
け
る
森
林
林
業
教
育
の
推
進
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

AG

（
久
米
普
及
指
導
区
　
　 

木
村
正
三
）

「
お
か
や
ま
共
生
の
森
・
井
原
」

で
の
森
林
活
動
体
験
募
集
中
！

井
笠
普
及
指
導
区

一
　
は
じ
め
に

　
近
年
、
地
球
環
境
に
対
す
る
人
々
の

関
心
が
高
ま
る
反
面
、
身
近
な
森
林
と

の
関
わ
り
は
随
分
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
森
林
活
動
が
気
軽
に

体
験
で
き
る
「
お
か
や
ま
共
生
の
森
・

井
原
」
が
昨
年
十
一
月
に
当
普
及
指
導

区
内
の
井
原
市
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

二
　
取
り
組
み
状
況

　
当
普
及
指
導
区
で
は
、
「
お
か
や
ま

共
生
の
森
・
井
原
」
の
設
置
を
機
会

に
、
各
指
導
員
が
地
元
の
農
業
祭
な
ど

に
出
向
い
て
森
林
活
動
の
体
験
を
地
域

住
民
に
働
き
か
け
る
一
方
、
井
笠
地
域

美
し
い
森
づ
く
り
の
会
が
主
体
と
な
っ

て
森
林
活
動
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
森
林
活
動
で
は
、
「
楽
し
く
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
」
を
第
一
に
考
え
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
回
を
重
ね
る
度

に
「
森
林
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
」
が
参
加
者
に
浸
透
し
つ
つ
あ

る
よ
う
で
、
活
動
を
呼
び
か
け
る
と
、

職
場
や
近
所
の
人
達
に
も
声
を
か
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
参
加
者
か
ら
の
呼
び
か
け
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
今
年
三
月
に
笠
岡

東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
植
樹
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
山
で
の
活
動
は
初
め
て

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
親
子
孫
と
三
世

代
に
わ
た
る
参
加
者
な
ど
も
見
ら
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
ク
ラ
ブ
は
植
栽
し
た
箇

所
の
下
刈
り
作
業
を
十
月
に
実
施
し
て

お
り
、
今
後
は
「
体
験
」
と
し
て
で
は

な
く
、
年
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
。

三
　
お
わ
り
に

　
当
普
及
指
導
区
で
は
、
森
林
活
動
体

験
者
を
通
じ
た
森
林
・
林
業
へ
の
理
解

の
拡
が
り
に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て

お
り
、
今
後
も
地
域
住
民
に
広
く
呼
び

か
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
「
お
か
や
ま
共
生
の
森
・

井
原
」
で
森
林
活
動
を
し
て
、
一
緒
に

気
持
ち
い
い
汗
か
き
ま
せ
ん
か
！

AG

（
井
笠
普
及
指
導
区
　
　 

藤
井
恒
一
郎
）

校庭で樹木の学習

下刈り作業の状況
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の
高
性
能
化
に
よ
り
、
誰
で
も
簡
単
に

扱
え
る
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
れ
ば
気
軽
に

衛
星
画
像
を
閲
覧
、
入
手
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
上
の
写
真
は
前
述
の
イ
コ
ノ
ス
が
撮

影
し
た
玉
野
市
王
子
ケ
岳
周
辺
の
状
況

を
画
像
処
理
ソ
フ
ト
のP

hotoshop

で

カ
ラ
ー
合
成
し
た
画
像
で
す
（
カ
ラ
ー

で
お
見
せ
で
き
な
い
の
が
残
念
）
。
ご

存
じ
の
よ
う
に
王
子
ケ
岳
周
辺
は
山
林

火
災
に
よ
り
植
生
を
失
い
ま
し
た
が
、

画
像
か
ら
は
海
沿
い
斜
面
下
部
か
ら
の

植
生
回
復
が
、
山
頂
付
近
で
は
等
高
線

インターネットによる衛星画像検索例
リモートセンシング技術センターのホームページ
　　　　　　　　　　　http://www.restec.or.jp
データ検索／日本で受信されたデータ…／地球観測情
報システム／そのままLogin／Start  No  Map
version／検索領域　PATH＝111，ROW＝36、衛星
名称　LANDSAT-7／センサー名称　ETM+、雲量10
％以下位を入力して検索開始／検索結果の画像をダブ
ルクリックして拡大すれば画像が見られます。

※PATH， ROW は撮影位置を表します。
LANDSAT７号の場合、岡山県はそれぞれ111、36です。
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ア
メ
リ
カ
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以

後
、
事
件
現
場
や
中
東
の
状
況
を
衛
星

か
ら
と
ら
え
た
画
像
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
イ
コ
ノ
ス
（
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｓ
）
と
い
う
人
工
衛
星
か
ら
撮
影
し

た
画
像
が
あ
っ
た
の
を
ご
記
憶
で
し
ょ

う
か
？
ス
ペ
ー
ス
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
社
の

イ
コ
ノ
ス
は
、
分
解
能
（
識
別
可
能
な

地
表
の
大
き
さ
）
一
㍍
×
一
㍍
の
高
性

能
な
セ
ン
サ
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　
衛
星
か
ら
の
地
上
観
測
は
、
当
初
軍

事
目
的
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
の
敵
基
地
は
周
り

の
森
の
色
で
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
た

め
、
上
空
か
ら
見
て
も
発
見
は
困
難
で

す
。
し
か
し
、
人
間
の
目
に
は
見
え
な

い
赤
外
域
の
反
射
を
セ
ン
サ
で
捉
え
る

と
植
物
と
敵
基
地
と
は
反
射
の
強
さ
が

異
な
る
た
め
判
別
が
可
能
に
な
る
の
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
物
質
毎
の
異
な
る
反
射

特
性
を
利
用
し
た
地
表
状
況
の
判
読
は

軍
事
目
的
に
と
ど
ま
ら
ず
、
鉱
物
資
源

探
査
や
森
林
の
資
源
解
析
、
都
市
環
境

の
調
査
等
、
様
々
な
分
野
で
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
衛
星
観
測
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し

て
、
定
期
的
に
同
一
箇
所
を
長
期
に
わ

た
っ
て
観
測
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
人
工
衛
星
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
Ａ
Ｔ
で
は
一
九
七
二
年
に
一
号
機
が

打
ち
上
げ
ら
れ
現
在
は
七
号
機
が
二
九

年
目
の
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
特
性
は
、
土
地
利
用
の
状
況
や

地
形
の
変
化
等
を
捉
え
る
の
に
大
変
役

立
ち
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
読
ま
れ
て
多
く
の

方
は
「
私
に
は
関
係
の
な
い
話
」
と
思

わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
最

近
で
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
沿
っ
た
人
工
植
栽
に
よ
る
植
生
回
復

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
右
上
部
に
は

原
植
生
が
残
っ
て
お
り
、
火
災
時
に
道

路
が
防
火
帯
の
役
目
を
果
た
し
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
衛
星
観
測
の
デ
ー
タ
は

数
字
で
は
な
く
、
画
像
と
い
う
感
覚
的

に
分
か
り
や
す
い
形
で
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ま
ず
、
宇
宙
か
ら
見
た

岡
山
県
を
眺
め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
一
例
と
し
て
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｔ

七
号
が
撮
影
し
た
岡
山
県
の
検
索
方
法

を
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
ア
ク

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
宇
宙
か
ら
故
郷
を

「
宇
宙
か
ら
故
郷
を�

　
　
　
　
見
て
み
よ
う
」

　
　
　
　
見
て
み
よ
う
」�

「
宇
宙
か
ら
故
郷
を�

　
　
　
　
見
て
み
よ
う
」�

　
　
林
業
試
験
場
　
技
師

　
　
林
業
試
験
場
　
技
師�

阿
　
部
　
剛
　
俊

阿
　
部
　
剛
　
俊�
　
　
林
業
試
験
場
　
技
師�

阿
　
部
　
剛
　
俊�
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フ
チ
ョ
ウ
」
な
ど
の
昆
虫
類
と
い
っ

た
、
多
種
多
様
な
中
国
山
地
の
生
き
も

の
が
見
ら
れ
る
里
山
の
自
然
公
園
で
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
「
さ
さ
ゆ
り

館
」
に
は
、
動
植
物
の
写
真
や
展
示
パ

ネ
ル
、
昆
虫
標
本
や
剥
製
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
津
黒
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
観
察
会
等
の
自
然

と
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
も
一
年
を
通
し
て

数
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
園
内
に
は
、
野
鳥
観
察
小
屋
や
二
一

箇
所
に
解
説
版
を
設
置
し
た
自
然
観
察

路
が
あ
り
、
津
黒
川
砂
防
公
園
で
は
、

渓
流
釣
り
や
、
魚
の
つ
か
み
取
り
が
体

験
で
き
ま
す
。
ま
た
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
も
あ
り
、
一
日
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

す
事
が
で
き
ま
す
。

★
里
山
の
自
然
を
守
り
育
て
て
い
く

「
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
　
友

の
会
」
会
員
募
集
中
で
す
！

【
津
黒
高
原
荘
】

　
昨
年
の
十
二
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
（
露
天
風

呂
、
サ
ウ
ナ
あ
り
）
も
あ
り
、
宿
泊
・

食
事
は
も
ち
ろ
ん
、
日
帰
り
入
浴
も
で

き
ま
す
。
他
に
、
ス
キ
ー
場
、
キ
ャ
ン

プ
場
（
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
・
フ
リ
ー
サ

イ
ト
キ
ャ
ン
プ
）
、
プ
ー
ル
、
グ
ラ
ン

ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
あ
り
色
々
な
使

い
方
が
で
き
ま
す
。

●
宿
泊
料
（
一
人
、
食
事
別
）

　
大
　
人
三
、
五
〇
〇
円（
中
学
生
以
上
）

　
小
学
生
三
、
〇
〇
〇
円

　
幼
　
児
一
、
五
〇
〇
円（
四
歳
以
上
）

●
日
帰
り
温
泉
入
浴
料
（
税
込
）

　
　
大
　
人
五
〇
〇
円
（
中
学
生
以
上
）

　
　
小
学
生
三
〇
〇
円

　
　
幼
　
児
一
〇
〇
円
（
四
歳
以
上
）

【
山
乗
渓
谷
・
植
杉
渓
谷
】

　
上
流
か
ら
下
流
ま
で
ブ
ナ
、
マ
ツ
、

ナ
ラ
の
木
々
に
包
ま
れ
た
神
秘
的
で
美

し
い
渓
谷
。
山
乗
渓
谷
で
は
夏
期
に
、

遊
歩
道
入
口
の
「
涼
水
亭
」
で
そ
う
め

ん
流
し
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
山
乗

渓
谷
の
落
差
二
〇
㍍
の
不
動
滝
、
植
杉

渓
谷
の
三
滝
は
絶
好
の
ポ
イ
ン
ト
。
一

度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

◆
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
さ
さ
ゆ
り
館

　
℡
（
〇
八
六
七
）
六
七
│
七
〇
一
一

◆
津
黒
高
原
荘

　
℡
（
〇
八
六
七
）
六
七
│
二
二
二
一

AG

（
真
庭
普
及
指
導
区
　
　 

石
原
則
男
）

　
今
回
は
、
蒜
山
か
ら
の
秋
風
に
乗
せ

て
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
中
和
村
の
津
黒

高
原
を
紹
介
し
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

　
米
子
自
動
車
道
の
湯
原
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
下
車
後
、
国
道
三
一
三
号

線
か
ら
国
道
四
八
二
号
線
を
走
り
、
約

三
〇
分
で
津
黒
高
原
に
到
着
し
ま
す
。

【
概
要
】

　
津
黒
高
原
は
中
和
村
の
東
端
に
位
置

す
る
標
高
一
、
一
一
七
㍍
の
津
黒
山
の

麓
に
広
が
る
高
原
で
、
山
頂
か
ら
は
、

蒜
山
三
座
・
大
山
も
眺
望
で
き
る
雄
大

な
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

【
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
】

　
旭
川
の
源
流
地
に
あ
り
、
湯
原
・
奥

津
県
立
自
然
公
園
、
岡
山
県
郷
土
自
然

保
護
地
域
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
さ
十
六
㌶
の
豊
富
な
自
然
環
境
と

そ
こ
に
生
息
す
る
天
然
記
念
物
「
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」
や
「
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
」
「
オ
タ
カ
ラ
コ
ウ
」
な
ど
貴
重

な
動
植
物
、
「
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
」
「
ギ

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
　
　
　
施
設
の
紹
介�

いきものふれあいの里

津黒高原荘
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「
お
か
や
ま
森
の
大
使
決
定
」

　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
で
は
、

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
や
木
材
の
良
さ

を
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
募
集
し
た
「
お
か
や
ま
森
の
大

使
」
の
面
接
選
考
会
を
、
去
る
八
月
三

十
一
日
に
岡
山
市
の
ま
き
び
会
館
で
開

催
し
、
次
の
三
名
を
選
考
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
募
集
に
は
六
十
三
名
の
応

募
が
あ
り
、
面
接
選
考
会
に
は
書
類
審

査
合
格
者
の
う
ち
三
十
三
名
（
男
性
三

名
を
含
む
）
の
方
が
臨
み
ま
し
た
。

a

　
当
協
会
の 

宮
会
長
を
始
め
と
す
る

七
名
の
審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
素
敵
な
「
お
か

や
ま
森
の
大
使
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

－ 9 －

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

村
、
関
係
団
体
等
が
行
う
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ

る
際
に
は
、
是
非
活
用
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

石井知事を表敬訪問したおかやま森の大使

123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123

「おかやま共生の森」でのつどいの開催計画表�



区分




第１回

第２回

第３回


①おかやま共生の森・井原 

（井原市西江原地内） 

実施年月日 

終了


12月２日（日） 

３月９日（土） 


② おかやま共生の森・川上 

（川上町高山市地内） 

実施年月日 

終了


12月８日（土） 

１月19日（土） 







活動内容 

間　伐

枝打ち

植　樹







活動内容 

植　樹 

間　伐 

枝打ち�



区分




第１回

第２回

第３回


③おかやま共生の森・美甘�
（美甘村美甘地内） 

実施年月日 

終了


11月17日（土） 

12月８日（土） 


④おかやま共生の森・加茂川 

（加茂川町下加茂地内） 

実施年月日 


11月10日（土） 

１月26日（土） 

３月23日（土） 







活動内容 

下刈り�
間　伐�
枝打ち�






活動内容 

間　伐 

枝打ち 

植　樹 




区分




第１回

第２回

第３回


⑤おかやま共生の森・勝北 

（勝北町大岩地内） 

実施年月日 

終了

終了


11月18日（日） 


⑥おかやま共生の森・柵原�
（柵原町書副地内） 


実施年月日 

11月23日（金） 

２月23日（土） 

３月16日（土） 







活動内容 

下刈り�
間伐�
植樹�






活動内容 

間伐・枝打ち�
間伐・枝打ち�

植樹�

○吉井川流域�

○旭川流域�

○高梁川流域�

氏名�

住所�

黒崎桃枝�

岡山市�

坂本久美子�

久世町�

香川富仁代�

岡山市�

知
　
事�

　
こ
の
三
名
の
「
お
か
や
ま
森
の
大

使
」
は
、
十
月
二
日
に
石
井
知
事
を
表

敬
訪
問
し
た
後
、
活
動
を
開
始
し
て
お

り
、
「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
森
林
や

林
業
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
。
木
材
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
九
月
ま
で
の
間
、
県
、
市
町

「
お
か
や
ま
共
生
の
森
」植
樹
・

保
育
の
つ
ど
い
　
参
加
者
募
集

　
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
基

金
に
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
御

協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
の
基
金
を
利
用
し
て
み
な

さ
ん
が
気
軽
に
森
林
作
業
に
参

加
で
き
る
「
お
か
や
ま
共
生
の

森
」
を
県
内
６
箇
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
森
で
の
植
樹
や
保
育
の

つ
ど
い
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
御
参
加
く

だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　
最
寄
り
の
地
方
振
興
局
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
林
課

　
林
政
課
美
し
い
森
づ
く
り
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
班
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （10月下旬）�

杉　正　角　３c


寸法


6.0


7.5


9.0


〃�

10.5


〃


〃


〃


12.0


〃


〃�

長　　　サ　４c


6.0


9.0


〃


10.5


12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�




安値－高値

（千円）


23－25


18－20


15－16


18－20


25－30


30－35


55－60


70－80


30－35


50－60


60－70





25－30


18－20


22－25


36－40


35－40

桧　正　角　３c


寸法


6.0


7.5


9.0


〃


10.5


〃


〃


〃


12.0


〃


〃�

長　　　サ　４c


6.0


9.0


〃


10.5


12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�




安値－高値

（千円）


35－40


28－30


16－18


23－25


60－65


65－75


110－130


180－200


70－80


110－150


180－200





40－45


23－25


30－35


70－75


65－70

桧　長　柱　６c


寸　法


10.5


12.0


〃　�

13.5


〃　�

ラ　　ス　　板�

２m

1.2×  9.0

３m

1.2×  9.0

２m

1.5×10.5

２m

0.9×24.0

２m

1.5×21.0


造　　作　　材�

杉４m

3.0×  3.0

杉４m

4.0×  4.5

杉４m

4.5×10.5

桧４m

4.5×10.5

桧４m

4.5×10.5

�

等級�

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

�

�

�

�

�

�

�

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�




安値－高値

（千円）


60－65


  90－110


120－130


80－90


100－120





15－20


18－23


23－25


60－65


30－40





（本）0.6－１ 


（本）1.2－２ 


180－200


150－200


200－250

　木　材（10月中旬）�

　乾しいたけ（10月中旬）�

長さ�
�

３m

�
�
�
４m

�
�
６m

径（b）�
７－12


13

14－16

18上

７－12

11－13

14－16

18上


14－16

18－20

杉（千円）�
7

－

12

16

11

－

－

12

－

－


桧（千円）�
13

21

29

30

15

－

38

33

42

34

松（千円）�
－

－

－

16

－

－

－

23

－

－


価格�
名柄別�
香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

価格o当り（百円）�
平　均�

49

42

29

27

21

16

50

39

31

21

16

12

�
高　値�

58

65

40

43

58

32

75

55

47

43

33

36

　

編
集
後
記

○
日
ご
と
に
秋
の
色
が
深
ま
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
方
に
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

○
九
月
十
一
日
に
米
国
で
発
生
し
た
同

時
多
発
テ
ロ
、
報
復
と
し
て
の
ア
フ
ガ

ン
空
爆
や
炭
そ
菌
感
染
、
国
内
で
は
狂

牛
病
問
題
・
・
・
と
激
動
の
二
ヶ
月
間

で
あ
り
、
イ
チ
ロ
ー
の
活
躍
以
外
は
怖

く
暗
い
新
聞
記
事
が
続
き
ま
し
た
。

○
ふ
と
気
づ
く
と
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
二
ヶ
月
。
や
り
残
し
た
仕
事
を

早
く
片
づ
け
た
い
も
の
で
す
。
次
回
は

新
春
一
月
の
発
行
で
す
。
　
　
（
Ｏ
）
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加入できる森林は

保険金が出るのは

加 入 期 間 は

日本産原木しいたけ栽培を応援します

品質の信用が第一です

〈本　　部〉鳥取市富安１丁目８４番地　電話　0857－22－6161

〈鳥取駐在〉鳥取市古郡家２１１番地　　電話　0857－51－8132
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岡山県治山林道協会
本所　〒703－8233  岡山市高屋225－１
　　　　　　　　 TEL（086）271－3711
　　　　　　　　 FAX（086）271－3773
支所　〒708－0013  津山市二宮1849－２
　　　　　　　　 TEL（0868）28－9360
　　　　　　　　 FAX（0868）28－9363

社団
法人

緑 豊 か な 自 然 を 守 る
　　　　治山・林道事業の普及啓発、技術援助
　　　　治山・林道の調査、測量、設計
　　　　森林整備の総合計画
　　　　治山・林道に係る用地測量
　　　　公共事業に係る保安林業務

編
　
集
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

林
声
　
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日
（
三
六
〇
号
）


